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　環境学習都市宣言10周年、おめでとうございます。自然豊かな西宮市の象徴・甲山に
ある甲山湿原。湿原の三種の神器とされる昆虫「ハッチョウトンボ、ヒメヒカゲ、ヒメタ
イコウチ」が揃って生息していた日本で唯一の湿原です。しかしここ 10 年ほど、前 2 種
の姿が見当たりません。手を加えないことが自然保護との思いが土台にあり、気がつけば、
湿原に樹が茂って日当たりが悪くなり、水も枯れ、湿原らしさを失ったのが原因の１つです。
市が市民を巻き込んで湿原回復事業に取り組まれたところ、湿原植物のカキランやウメバ
チソウなどが勢いを取り戻し始めました。サギソウやトキソウ、先の昆虫 2 種も、再び姿
を現すかもと期待が膨らみます。自然環境は放置すれば一定方向に遷移し、単一化します。
多様な生き物の暮らしには、各々に適した多様な環境が必要です。湿原回復事業のように、
今後は地域に目標を立て、意図的に維持・管理することが重要になるでしょう。

目標を立てて地域環境を管理し、多様な環境を保全しよう
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